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【
う
ら
へ
続
く
】

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
第
３
四
半
期

決
算
、
過
去
最
高
の
利

益
（
10
日
）。「
２
０
１
６

年
４
月
〜
12
月
期
の
利

益
は
１
兆
３
１
８
６
億

円
、
前
年
同
期
比
17
％

増
で
過
去
最
高
だ
」「
通

期
の
予
想
で
も
利
益
は

１
兆
４
７
０
０
億
円
、
過

去
最
高
だ
」「
大
幅
な
賃

上
げ
が
可
能
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

辺
野
古
新
基
地
、
沖
縄

　

経
団
連
会
長
・
副
会
長

企
業
17
社
・
35
事
業
所
の

時
間
外
労
働
の
労
使
協
定

（
三
六
協
定
）
に
つ
い
て
、

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が
各

地
の
労
働
局
に
情
報
開

示
請
求
し
て
調
べ
ま
し
た

（
図
）。

　

17
社
の
う
ち
16
社(

94

％)

で
、
脳
、
心
臓
疾
患

で
労
災
認
定
さ
れ
る
目
安

と
な
る
月
80
時
間
の
「
過

労
死
ラ
イ
ン
」
を
超
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

１
カ
月
の
協
定
で
最

長
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の

１
５
０
時
間
。
８
社
が

月
１
０
０
時
間
以
上
で
し

た
。
１
日
に
延
長
で
き
る

過
労
死
ラ
イ
ン
超
の
残
業
協
定

経
団
連
会
長
・
副
会
長
企
業
の
94
％

　

最
高
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本 

月
１
５
０
時
間

残
業
時
間
で
は
、
８
時
間

以
上
が
13
社
、
10
時
間
以

上
が
10
社
、
最
高
は
１
日

15
時
間
で
所
定
労
働
時
間

を
含
め
る
と
22
時
間
以
上

と
な
り
ま
す
。

　

労
働
者
を
酷
使
し
な
が

ら
、
経
団
連
は
い
ま
「
残

業
代
ゼ
ロ
」
法
案
の
早

期
成
立
を
ね
ら
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
策
謀
を
み
ん
な

で
止
め
ま
し
ょ
う
。
人
間

ら
し
い
働
き
方
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

防
衛
局
が
海
上
の
本
体
工

事
強
行
。「
巨
大
ブ
ロ
ッ

ク
大
量
投
入
は
ひ
ど
い
」

「
県
が
工
事
の
中
止
・
説

明
を
求
め
て
い
た
な
か
で

の
強
行
だ
」「
政
府
の
県

民
無
視
、
ア
メ
リ
カ
優
先

は
許
せ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

政
府
が
国
会
提
出
を
ね

ら
う
共
謀
罪
（
テ
ロ
等
準

　

声
明
で
は
「
共
謀
罪
」

に
つ
い
て
、
共
謀
の
疑
い

を
理
由
と
す
る
早
期
か
ら

の
捜
査
を
可
能
と
し
、
人

が
集
ま
っ
て
い
る
だ
け
で

容
疑
者
と
さ
れ
、
市
民
の

日
常
的
な
通
信
が
た
や
す

く
傍
受
さ
れ
か
ね
ず
、
歯

止
め
の
な
い
捜
査
権
限
の

拡
大
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

も
あ
る
と
告
発
、「
犯
罪

対
策
に
と
っ
て
不
要
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
市
民

生
活
の
重
大
な
制
約
を
も

た
ら
し
ま
す
」
と
批
判
し

て
い
ま
す
。

刑
事
法
研
究
者
１
３
７
人
声
明

　

共
謀
罪
法
案
の
提
出
に
反
対

備
罪
）
法
案
に
つ
い
て
、

刑
事
法
研
究
者
１
３
７
人

が
１
日
、
反
対
す
る
声
明

を
公
表
し
ま
し
た
。

　

葛
野
尋
之
（
一
橋
大
学

教
授
）、高
山
佳
奈
子
（
京

都
大
学
教
授
）、
田
淵
浩

二
（
九
州
大
学
教
授
）
ら

７
氏
が
呼
び
か
け
て
い
た

も
の
で
、
１
３
０
人
の
研

究
者
が
賛
同
し
ま
し
た
。

　

日
本
学
術
会
議
が
研
究

機
関
へ
の
防
衛
省
の
資
金

提
供
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
４
日
）。「
大
学
教
授

や
市
民
２
８
０
人
が
参
加

し
た
」「
議
論
で
は
軍
事

研
究
反
対
の
意
見
が
大
多

数
を
占
め
た
」「
福
島
雅

典
・
臨
床
研
究
情
報
セ
ン

タ
ー
長
が
『
哲
学
の
な
い

科
学
技
術
は
凶
器
』
と
指

摘
。
科
学
者
が
果
た
す
べ

き
役
割
、
責
任
の
重
大
さ
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　
「
原
発
か
ら
上
が
っ
て

い
る
煙
に
は
放
射
能
は

あ
る
か
？
」、
粘
り
強
い

追
及
に
東
電
は
、
つ
い
に

２
９
０
０
億
ベ
ク
レ
ル
／

時
間
と
回
答
。
こ
れ
を
引

き
出
し
た
の
は
夫
婦
の
お

笑
い
芸
人
。
東
電
の
記
者

会
見
の
最
多
出
席
者
だ
。

そ
の
後
も
子
ど
も
の
甲
状

腺
被
曝
の
値
な
ど
を
引
き

出
し
た
。

　

お
笑
い
を
し
な
が
ら
、

背
表
紙
で
15
ｍ
に
も
な
る

膨
大
な
本
に
学
び
「
女
性

の
人
に
は
判
ら
な
い
だ
ろ

う
」
と
い
う
東
電
の
差
別

発
言
を
突
破
し
た
。
少
な

東
電
の
隠
蔽
体
質
を

暴
く
芸
人

「
お
笑
い
芸
人
VS
原
発
事
故
」

(

Ｎ
Ｎ
Ｎ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
５

日
放
送)

を
見
て

ラ
ス
コ
ー
展

ク
ロ
マ
ニ
ョ
ン
人
が
残

し
た
洞
窟
壁
画

国
立
科
学
博
物
館

２
月
19
日
ま
で

　

安
倍
首
相
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
誘
致
で
は
「
汚
染

水
は
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
て
い
る
」、
自
衛

隊
の
南
ス
ー
ダ
ン
派
兵
で

は「
戦
闘
状
態
で
は
な
い
、

安
全
だ
」な
ど
の
ウ
ソ
で
、

で
は
な
い
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

文
科
省
の
天
下
り
問

題
。「
文
科
省
前
事
務

次
官
が
組
織
的
な
天
下

り
あ
っ
せ
ん
を
認
め
た
」

　

豊
洲
市
場
の
地
下
水
調

査
。
９
回
目
の
調
査
で
な

ぜ
突
然
環
境
基
準
を
大
幅

に
超
え
る
ベ
ン
ゼ
ン
な
ど

が
検
出
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

９
回
目
の
調
査
は
一
般

競
争
入
札
で
受
注
し
た
業

者
が
採
水
・
分
析
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
１
回

目
か
ら
３
回
目
は
豊
洲
市

場
の
地
下
水
管
理
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
っ
た
日
水
コ
ン

が
随
意
契
約
で
採
水
を
受

注
。
４
回
目
か
ら
８
回
目

ま
で
は
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の

鹿
島
、
清
水
、
大
成
の
共

同
事
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）
が
随

意
契
約
で
採
水
・
分
析
し

た
こ
と
が
日
本
共
産
党
東

京
都
議
団
の
調
べ
で
判
明

し
ま
し
た
。
こ
の
３
Ｊ
Ｖ

は
豊
洲
の
土
壌
汚
染
対
策

工
事
を
施
工
。
そ
の
後
、

青
果
棟
な
ど
の
建
設
、
さ

ら
に
地
下
水
管
理
施
設

整
備
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

共
産
党
の
そ
ね
都
議
は

都
議
会
で
、「
み
ず
か
ら

土
壌
汚
染
対
策
を
実
施
し

た
ゼ
ネ
コ
ン
が
、
み
ず
か

ら
の
汚
染
対
策
が
う
ま
く

豊
洲
新
市
場

汚
染
対
策
工
事
の
ゼ
ネ
コ
ン
が
地
下
水
検
査

　
　
　
　

ま
さ
に
出
来
レ
ー
ス
！

　

２
万
年
ほ
ど
前
、
フ

ラ
ン
ス
南
西
部
の
ラ
ス
コ

ー
洞
窟
に
描
か
れ
た
壁
画

の
再
現
展
示
。
実
物
大
の

洞
窟
壁
画
は
１
ミ
リ
以
下

展
覧
会

２・１９総がかり行動
― 格差・貧困にノー！！みんなが尊重される社会を！ ―

２月１９日（日）13：00～ 14：30
日比谷野外音楽堂　☆集会後、銀座パレード
主催：戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会

世
界
や
国
民
を
だ
ま
し
て

き
た
。
ま
た
選
挙
で
一
言

も
語
ら
ず
、
憲
法
改
憲
に

執
念
を
も
や
す
。
詐
欺
行

為
も
甚
だ
し
い
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｔ
Ｖ
で
は「
ス

ッ
ト
ッ
プ
詐
欺
被
害　

私

は
だ
ま
さ
れ
な
い
」
と
毎

回
よ
び
か
け
て
い
る
。
こ

れ
を
聞
く
と
そ
の
度
に

「
ス
ト
ッ
プ
安
倍
暴
走　

私
は
だ
ま
さ
れ
な
い
」
と

叫
び
た
く
な
る
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

ス
ト
ッ
プ
安
倍
暴
走　

私
は
だ
ま
さ
れ
な
い

く
な
っ
た
原
発
報
道
へ
の

警
鐘
だ
。　
　
（
Ｆ
）

い
っ
た
か
ど
う
か
を
調
べ

る
。
ま
さ
に
出
来
レ
ー
ス

だ
」
と
指
摘
し
、
徹
底
的

な
解
明
を
求
め
ま
し
た
。

を
改
め
て
感
じ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

共
謀
罪
を
め
ぐ
る
審
議

封
じ
文
書
問
題
。「
金
田

法
相
の
指
示
で
作
成
さ
れ

た
」「
大
臣
は
国
会
で
た

び
た
び
答
弁
に
窮
し
て
い

た
」「
大
臣
と
し
て
の
資

質
が
問
わ
れ
る
」「
辞
任

す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

豊
洲
市
場
問
題
で
石
原

元
知
事
と
浜
渦
元
副
知
事

が
参
考
人
招
致
へ
。「
包

み
隠
さ
ず
証
言
し
て
欲
し

い
」「
真
相
究
明
に
は
百

条
委
員
会
の
設
置
が
必
要

「
月
２
回
勤
務
で
年
収

１
０
０
０
万
円
に
は
驚
い

た
」「
省
庁
に
よ
る
あ
っ

せ
ん
行
為
は
違
法
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

入
国
禁
止
の
大
統
領

令
、
米
連
邦
高
裁
退
け
る

（
９
日
）。「
指
定
国
の
外

国
人
の
テ
ロ
攻
撃
に
つ
い

て
、
政
府
は
何
の
証
拠
も

示
せ
な
か
っ
た
」「
大
統

領
令
は
引
き
続
き
停
止
さ

れ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

松
山
英
樹
選
手
、
米
プ

ロ
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
連
覇
。

「
日
本
男
子
で
米
ツ
ア
ー

単
独
最
多
の
４
勝
だ
」「
史

上
初
の
同
一
大
会
連
覇
、

同
一
シ
ー
ズ
ン
複
数
回
Ｖ

も
す
ご
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ま
た
寒
波
到
来
。「
北

陸
か
ら
山
陰
は
大
雪
だ
」

「
前
回
の
よ
う
な
立
ち
往

生
な
ど
が
起
き
な
け
れ
ば

い
い
が
」

の
精
度
で
再
現
さ
れ
て
い

る
。
馬
や
鹿
、
牛
な
ど
の

動
物
た
ち
は
ど
れ
も
躍
動

感
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

な
ぜ
洞
窟
の
奥
深
く

に
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
絵
を

描
い
た
の
か
な
ど
興
味
が

増
し
た
。
壁
画
の
説
明
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
当
時

の
生
活
や
道
具
の
製
作
な

ど
の
説
明
も
充
実
し
て
い

る
。
動
物
の
骨
か
ら
針
を

作
る
再
現
ビ
デ
オ
に
感
動

し
た
。　
　
　
（
Ｉ
）


